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令和４年９月 伊那中央行政組合議会定例会会議録 

 

 

１ 招 集  令和４年９月 14 日 告示 

 

２ 開 会  令和４年９月 21 日 午後１時 30 分 

 

３ 会議場    伊那市議場 

 

４ 出席議員の氏名（議員 15 名） 

１番 荻原 省三 ２番 池上 謙 ３番 伊藤のり子 ４番 小池  隆 

５番 篠塚みどり ６番 髙橋 明星 ７番 小林眞由美 ８番 寺平 秀行 

９番 原  一馬 10 番 山﨑 文直 11 番  宮原 英幸 12 番 唐澤 千明 

13 番 柳川 広美 14 番 百瀬 輝和 15 番  唐澤 千明  

 

５ 説明のために出席した者の氏名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合長 白鳥  孝  

副組合長 白鳥 政徳 

副組合長 藤城 栄文 

助役 伊藤  徹 

会計管理者 河上 千鶴子 

監査委員 北原 藤重 

院長 本郷 一博 

薬剤部長 六波羅 孝 

診療技術部長 廣瀬 佳子 

看護部長 小池 松美 

事務局長 宮原 文彰 

総務課長 中島 住敏 

経営企画課長 金子 勝勇 

施設管理課長 福與 智寿 

医事課長 有賀  博 

診療情報管理室長 松澤  健 

地域医療連携室長 中山 ゆかり 

衛生センター所長 廣瀬 一男 
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６ 職務のため出席した事務局職員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 職務のため出席した組織市町村職員  

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 議事日程 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名について  

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 議案第１号 公平委員会委員の選任について  

日程第 ４ 議案第２号 伊那中央行政組合病院事業の設置等に関する条例の  

            一部を改正する条例 

日程第 ５ 議案第３号 令和３年度伊那中央行政組合一般会計歳入歳出決算  

            認定について 

日程第 ６ 議案第４号 令和３年度伊那中央病院事業会計決算認定について 

日程第 ７ 一般質問 

 

９ 閉  会    令和４年９月 21 日 午後３時 16 分 

 

  

 

 

 

行政組合事務局長 

伊那中央病院事務部長 
宮原 文彰  

庶務課長 伊藤 美千代 

庶務係長 

衛生センター所長補佐 

      兼管理係長 

経営企画課長補佐 

兼経理係長 

経営企画課企画係長 

西堀 英幸 

守谷 太志 

 

原  隆行 

 

下平 朋彦 

伊那市  市民生活部長 城倉   良 

保健福祉部長 松澤 浩一 

箕輪町  住民環境課長 川合  昭 

健康推進課長 柴宮まゆみ 

南箕輪村 住民環境課長 

     健康福祉課長 

清水 恵子 

伊藤千登世 
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議事の経過 

 

○事務局（伊藤 美千代 君） 

 ご起立願います。礼。ご着席願います。 

 

【議長あいさつ】 

○議長（唐澤 千明 君） 

 議員各位におかれましては、市町村の９月議会を終え、何かとお忙しいところお集ま

りいただきましてありがとうございます。  

それではこれより９月の定例会を開催させていただきます。  

 

【助役就任あいさつ】  

○議長（唐澤 千明 君） 

ここで、７月１日付けで伊那市副市長に就任されました伊藤徹さんが本組合規約第７

条第４項の規定により、同日付けで本組合の助役に就任されましたので、ご紹介を申し

上げるとともに、就任のごあいさつをいただきたいと思います。助役、伊藤徹さん、演

壇にてお願いいたします。  

 

【助役あいさつ】 

○助役（伊藤 徹 君） 

ただいまご紹介いただきました伊藤徹でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。この７月１日付で伊那市副市長に就任いたしまして、伊那中央行政組合規約により

まして、同日付けで伊那中央行政組合助役に就任いたしました。ここの事務局長も５年

ほど勤めたことはあるわけでございますが、職責も全く違うわけであります。  

正副組合長の皆様方、また議員の皆様方にご指導、ご協力をいただく中で職責を全うし

ていきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【議会の成立宣言】 

○議長（唐澤 千明 君） 

本日、議員の全員が出席されておりますので、議会は成立をいたしました。  

 

【開会宣言】 

○議長（唐澤 千明 君） 

これより令和４年９月伊那中央行政組合議会定例会を開会いたします。  

 

【議事日程】 

○議長（唐澤 千明 君） 

本日の議事日程は、お配りしてあります議事日程表によって議事を進めてまいります。

ご異議ございませんか。 
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（異議なしの声） 

○議長（唐澤 千明 君） 

ご異議なしと認めます。 

 

【会議録署名議員の指名について】  

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。本日の会議録署名議員は、３番伊藤

のり子議員、４番小池隆議員を指名いたします。  

 

【会期の決定について】  

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第２、「会期の決定について」を議題といたします。  

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日間といたしたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。  

（異議なしの声） 

○議長（唐澤 千明 君） 

ご異議なしと認めます。よって会期は本日１日間と決定いたします。 

 

【組合長あいさつ】 

○議長（唐澤 千明 君） 

ここで組合長からごあいさつをお願いいたします。白鳥組合長。  

○組合長（白鳥 孝 君） 

令和４年９月伊那中央行政組合議会定例会の開会にあたりまして、一言ごあいさつを

申し上げます。 

 議員各位におかれましては、各市町村の９月議会を終えたところで、それぞれお忙し

いなかご出席賜り厚く御礼申し上げます。  

さて、今年は、全国的には「災害級の暑さ」と言われる猛暑日が続くとともに「電力

需給ひっ迫注意報」が要請されまして、地域により記録的な豪雨による災害が発生しま

した。幸い当地域では特に大きな被害はなかったものの危機管理や地域における医療機

関の体制におきましては、十分な備えが必要だと改めて考えるところです。 

 また、さらに今年は３年ぶりに新型コロナウイルス感染症対策のための「行動制限」

がない夏でありましたが、第７波の感染拡大によって、お盆過ぎには上伊那圏内でも過

去最多の感染者を確認をし、医療がひっ迫する状況もありました。全県的にも８月下旬

に感染拡大防止のため、「BA.5 対策強化宣言」が出されました。現在は、次第に落ち着

いているところでありますが、感染防止対策を行う意識を常に持つことが大事であると

痛感をしております。伊那中央病院では今後も感染防止対策を継続し、皆様に良質な医

療を提供できますよう努めてまいりますので、引き続きのご協力とご理解を賜りますよ

う、お願い申し上げます。  

 それでは、伊那中央行政組合の事業の進捗状況について、ご報告をさせていただきま
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す。 

まず伊那中央病院にでございますが、令和３年度も流行の拡大と縮小を繰り返す新型

コロナウイルス感染症の対応に力を注いだ一年でありました。  

議会におきまして令和３年度の決算認定をお願いをいたしますが、経営状況につきま

しては、新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、損益計算書においては、昨年

度に引き続き５年連続の赤字決算でございます。 

しかし、経営の健全化を表します現金の流れを示したキャッシュフローにおきまして

は、健全な経営を維持している結果となっております。  

詳細につきましては、後ほど議案にて報告させていただきますので、よろしくお願い

をいたします。 

また、病院の運営状況でございますが、令和４年９月１日現在の職員数、正規職員、

会計年度任用職員合わせてでございますが、医師が 106 名、医療技術職が 176 名、看護

職が 593 名、事務職が 139 名、その他の技術職、保育士等でありますが、13 名、合計 1,027

名となっています。 

４月から７月までの外来患者数は、減少した昨年から少しずつ回復してまいりまして、

前年度比 106.1％の 66,736 人となっております。入院患者数についても若干回復をして、

前年度比 110.3％の 35,977 人となっております。 

収支に関しましても、医業収益は、入院患者の回復により、７月時点で前年度比、約

１億 1,400 万円増となっておりますが、今後も新型コロナウイルス感染症の影響が心配

されるところであります。  

次に、伊那中央衛生センターでございますが、新しい衛生センターの整備予定地であ

る、旧サンライフ伊那の解体工事に８月に着手をし、12 月までには解体作業を終了する

予定であります。 

また、整備事業者を選定する入札公告を８月 10 日に行い、事業者の選定作業を進めて

おります。今年度末には、整備事業者を選定できる予定となってございます。詳細につ

いては、この後の全員協議会でご説明させていただきます。  

引き続き地元の皆様に丁寧に説明し、ご理解をいただく中で事業を進めてまいります

ので、議員の皆様におかれましてもご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

さて、本議会定例会にご提案申し上げます案件は、人事案件が１件、条例案件が１件、

決算認定が２件の計４件でございます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして、あいさつとさせていただきます。 

 

【議案第１号の上程】  

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第３、議案第 1 号「公平委員会委員の選任について」を議題といたします。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 事務局をして件名のみ朗読いたさせます。伊藤課長。 

○事務局（伊藤 美千代 君） 

はい。議案書３ページをお願いいたします。  
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議案第１号「公平委員会委員の選任について」令和４年９月 21 日提出、伊那中央行政

組合長白鳥孝。以上でございます。  

○議長（唐澤 千明 君） 

理事者から提案理由の説明を求めます。白鳥組合長。  

○組合長（白鳥 孝 君） 

議案第１号「公平委員会委員の選任について」ご説明いたしますので、議案書の３ペ

ージをお願いいたします。 

 提案理由にございますように、伊藤俊規委員が令和４年７月 19 日付けで辞職したこと

に伴いまして、伊那中央行政組合公平委員会委員を選任するため、地方公務員法第９条

の２第２項の規定によりまして、議会の同意をお願いするものであります。  

氏名は、廣瀬 源司さん、生年月日は昭和 25 年 12 月 21 日の 71 歳でございます。住

所は、伊那市高遠町西高遠 949 番地で、新任でございます。任期は、前任者の残任期間

となります。 

４ページに廣瀬さんの略歴がございますので、ご覧いただきたいと思います。  

 廣瀬さんの職歴ですが、昭和 48 年から高遠町職員として勤務され、合併後、平成 18

年から平成 23 年まで伊那市保健福祉部高齢者保健課長を務められました。その後、伊那

市社会福祉協議会デイサービスみその園の所長、平成 26 年から２年間は高遠町地域自治

区長を歴任されました。 

廣瀬さんは、豊富な 知識と識見をお持ち であり、人格も高潔 、公平委員会委員

として適任でありますので、議会の同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

 

【議案に対する質疑】  

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより質疑に入ります。ご質疑ございませんか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

以上をもって質疑を終結します。 

 

【表決の宣告】 

○議長（唐澤 千明 君） 

これより議案第１号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（唐澤 千明 君） 

 起立全員であります。よって議案第１号は原案のとおり同意されました。  

 

【議案第２号の上程】  

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第４、議案第２号「伊那中央行政組合病院事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例」を議題といたします。  
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○議長（唐澤 千明 君） 

 事務局をして件名のみ朗読いたさせます。伊藤課長。 

○事務局（伊藤 美千代 君） 

はい。それでは議案書５ページをお願いいたします。  

議案第２号「伊那中央行政組合病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」

令和４年９月 21 日提出、伊那中央行政組合長白鳥孝。以上でございます。  

○議長（唐澤 千明 君） 

理事者から提案理由の説明を求めます。宮原事務局長。 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 議案第２号「伊那中央行政組合病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例」についてご説明いたしますので、議案書の５ページをお願いいたします。  

提案理由でございますが、耳鼻咽喉科の常勤化に伴い、対応する診療範囲を充実させ

るため、頭頸部外科の標榜を追加するものであります。  

ここで言う頭頸部とは、頭蓋底から耳、鼻、口、喉など、鎖骨の上あたりの範囲をい

い、これまでの耳鼻咽喉科と頭頚部外科を称する病院も増えておりまして、今回の常勤

化に伴い、当院も両科を併記していきたいとするものであります。  

それでは改正内容をご説明いたしますので、議案関係資料の３ページをご覧ください。 

「伊那中央行政組合病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」の新旧対

照表でございます。 

第３条第２項の診療科目について、第 21 号の次に第 22 号、頭頸部外科を追加し、22

号リハビリテーション科以下を 1 号ずつ繰り下げるものであります。 

議案書の５ページにお戻りください。 

附則でございますが、この条例は、令和４年 10 月１日から施行するものであります。

説明は以上となります。 

 

【議案に対する質疑】  

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより質疑に入ります。ご質疑ございませんか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 以上をもって質疑を終結します。  

 

【議案に対する討論】  

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより討論に入ります。ご意見ございませんか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

以上をもって討論を終結いたします。 

 

【表決の宣告】 

○議長（唐澤 千明 君） 
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 これより議案第２号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。  

（起立全員） 

○議長（唐澤 千明 君）  

 起立全員であります。よって議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

【議案第３号の上程】  

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第５、議案第３号「令和３年度伊那中央行政組合一般会計歳入歳出決算認定につ

いて」を議題といたします。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 事務局をして件名のみ朗読いたさせます。なお、決算書の朗読は省略いたさせます。 

伊藤課長。 

○事務局（伊藤 美千代 君） 

 はい。議案書７ページをご覧ください。 

議案第３号「令和３年度伊那中央行政組合一般会計歳入歳出決算認定について」令和

４年９月 21 日提出、伊那中央行政組合長白鳥孝。以上でございます。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 本件につきまして初めに、理事者から決算の説明を求め、その後で監査委員から決算

審査の結果報告を求めることにいたしたいと思います。  

理事者から決算の説明を求めます。河上会計管理者。 

 

○会計管理者（河上 千鶴子 君） 

 議案第３号「令和３年度伊那中央行政組合一般会計歳入歳出決算認定」につきまして、

ご説明いたします。 

水色の決算報告書をお手元にお願いし、３ページをお願いいたします。  

１決算の概要についてをご報告申し上げます。２段落目からお願いいたします。  

歳入では、令和３年度から国県支出金が皆増となり、分担金および負担金は前年度比

1.1%の減、使用料および手数料が 4.4%の増、繰越金が 17.2%の増が主なものとなってお

ります。 

歳出では、し尿処理費の衛生センターに係る施設整備費が皆増となり、議会費、総務

費、最終処分場費は経常的な経費が中心で、病院費は病院事業会計への繰出等が前年度

比 3.8%減少しております。 

決算の結果、収入済額は前年度対比 0.5%減の 18 億 9,590 万 9,549 円で、支出済額は

前年度対比 2.7%減の 18 億 7,065 万 1,022 円、差引残額 2,525 万 8,527 円を令和４年度

へ繰り越しております。 

２歳入についてでございますが、歳入予算現額 18 億 9,607 万 2,000 円に対し、調定額、

収入済額ともに 18 億 9,590 万 9,549 円で、予算額に対しまして 99.9%の収入率でござい
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ました。 

収入の主なものは、組織市町村からの分担金および負担金で、収入総額の 96.8%を占

めております。 

おめくりいただきまして、４ページをお願いいたします。  

衛生センター新施設に係る国県支出金が皆増となっております。その他の収入は衛生

センターの使用料、手数料などの例年の収入でございます。  

３歳出についてをお願いいたします。  

歳出予算現額 18 億 9,607 万 2,000 円に対して決算額は 18 億 7,065 万 1,022 円で、執

行率は 98.7%、不用額は 2,542 万 978 円でございます。 

以下、各款別の事業内容の概要をご報告いたします。  

なお、予算現額、支出済額はそれぞれご覧ください。  

（１）議会費では、定例会を３回、臨時会を 1 回開催し、議員報酬、旅費を支出いたし

ました。  

５ページをお願いいたします。（２）総務費は、職員人件費などで（３）病院費は病院

事業会計への負担金並びに出資金です。（４）し尿処理費は、アの総務管理費で、職員人

件費、直営者汲み取り委託料、地元協力費など、イの施設管理費は衛生センターの機械

部品等消耗品、電気料、施設の老朽化に伴う修繕料などの需要費、沈査清掃、運搬処理

等の委託料でございます。  

おめくりをいただき、６ページをご覧ください。  

ウの施設整備費は、令和３年度から新設し、衛生センター新施設に係る生活環境影響

調査及び施設整備基本計画策定業務等の委託料をこちらから支出しております。  

（ア）の投入量でございますが、前年度比 3.8%減の 2 万 3,242.7 キロリットルとなりま

して、平成 27 年度からは、浄化槽汚泥の割合が大きくなってきております。（イ）処理

経費でございますが、経費削減に努めてまいりましたが、電気料金の値上がり等の影響

により、前年度比 1.6%の増となりました。（ウ）公金横領事件の弁償金収入でございま

すが、元職員より 20 万円を収入し、残額は 2,112 万 5,937 円となっております。（エ）

本年度実施した修繕工事の主なものにつきましては、７ページの表でご確認をいただき、

（５）最終処分場費では、経常的な支出とする西春近最終処分場における水質検査等の

管理を継続いたしております。（６）公債費は、平成 22、23 年度に実施いたしました衛

生センターアスベスト処理における起債 360 万円の元利償還で 26 万 4,927 円を償還し、

令和３年４月に最終返済となりました。  

おめくりをいただきまして、８ページは歳入の款別内訳、９ページは組織市町村の分

担金決算額一覧をおめくりをいただきまして 10 ページは歳出の款別性質別内訳でござ

います。それぞれご確認をお願いいたします。11 ページは、決算振り分け表で、歳出、

歳入の各款ごとの決算額を目的別に振り分けてございます。ご確認をお願いいたします。 

おめくりをいただきまして、12 ページからは、し尿処理費に関する実績などの資料で

ございます。それぞれ後ほどご確認をいただければと思います。  

それでは恐れ入りますが、黄色の表紙の決算書をお手元へお願いし、９ページをお願

いいたします。 
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一般会計の歳入歳出決算一覧表でございます。  

表の左側、歳入では、分担金及び負担金が構成比 96.8%で、組織市町村からの収入が

主なものです。 

また、２款使用料及び手数料は、伊那中央衛生センターに関するものでございます。 

右側の表、歳出でございますが、３款病院費が構成比 88.9%で、主なものとなっており、

４款し尿処理費は 9.1%でございます。 

おめくりをいただき、10 ページから 19 ページは、歳入歳出決算事項別明細書でござ

います。それぞれご覧をいただきますようお願いします。  

お手数ですが、20 ページまでお進みください。 

実質収支に関する調書でございますので、こちらは後ほどご覧をいただければと思い

ます。 

21 ページをお願いします。  

こちらは財産に関する調書でございます。１公有財産の（１）土地及び建物の異動で

は、区分の衛生センターで土地と建物がそれぞれ増となっております。  

これは衛生センターの施設整備のために、伊那市所有の旧サンライフ伊那の土地等を

取得したものでございます。２車両および重要物品では衛生センターの軽トラックを１

台処分し、購入をしております。 

最下段の３基金では、職員退職手当基金に 794 万 969 円を積み立てまして、年度末現

在高は 1 億 1,564 万 9,591 円でございます。 

以上、一般会計決算についてご説明をいたしました。 

よろしくご審議の上、認定くださいますようお願いを申し上げます。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 監査委員から決算審査の結果報告を求めます。北原代表監査委員。  

○代表監査委員（北原  藤重 君） 

それでは、地方自治法の規定により組合長から提出されました令和３年度伊那中央行

政組合一般会計の決算につきまして、百瀬監査委員さんと私の２名で審査を実施いたし

ましたのでご報告いたします。  

お手元の決算審査意見書に沿って概要報告申し上げます。詳細につきましては、後ほ

どご覧いただきたいと思います。  

初めに意見書の表紙をおめくりください。  

審査につきましては第 1 審査の概要の１から５に記載してございますとおりです。 

次に第２審査の結果ですが、審査いたしました、令和３年度伊那中央行政一般会計歳入

歳出決算書及び附属書類の各係数について、関係諸帳簿並びに証拠書類と照合の結果、

いずれも正確に記載されており、予算の執行状況につきましても適正であると認められ

ました。 

1 の決算の概況につきましては、会計管理者から詳細な説明がありましたので、概要

についてご報告申し上げます。計数につきましては後ほどお目通しをいただきたいと思

います。 

右側の３ページをお願いいたします。  
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２の歳入について、以下金額につきましては、概数で申し上げます。第１表、歳入財

源別比較表では、令和３年度の歳入合計は 18億 9,590 万円で、前年度に比べて 999 万円、

0.5%の減となりました。この財源の構成比で最も多いのは、組織市町村からの分担金お

よび負担金で、負担金の減額により、前年度に比べて 1,946 万円の減額となっておりま

す。その他の収入につきましては、衛生センターの使用料及び手数料でございます。  

次に４ページをお願いいたします。  

３の歳出につきまして、第２表は款別歳出決算額の前年度比較表で、令和３年度支出

済額の歳出合計は 18 億 7,065 万円で、前年度比較では 1,588 万円、0.8%の減となってお

ります。病院費の病院事業会計の負担金等が前年度比 1.7%減、し尿処理費では、新施設

の整備に係る生活環境影響調査業務及び施設整備基本計画策定業務委託の実施等により、

前年度比 1,419 万円、9.4%増となっております。右側５ページの第３表、性質別歳出決

算状況比較表、また４の実質収支に関する調書、５財産に関する調書につきましては後

ほどご覧いただきたいと思います。  

次に６ページをお願いいたします。  

第３総括意見を申し上げます。衛生センター関係では、公共下水道等の整備普及に伴

い、毎年し尿処理等の投入量が減少し、施設稼働率も減少傾向にありますが、経費削減

に対して職員の日頃の努力により、効率的な運営が行われました。  

施設整備に係る生活環境影響調査業務委託及び施設整備基本計画策定等が実施されま

したが、計画に基づき新施設建設に向けて事業を進めるとともに、現施設の効率的な維

持管理と運営、また、地元地域をはじめ関係者へ丁寧な説明に努めていただきたいと思

います。 

西春近最終処分場については、維持管理を継続するとともに、今後の処分場用地のあ

り方について慎重な対応と将来計画の検討に努めていただきたいと思います。  

行政組合が運営する病院事業およびし尿処理事業については、新型コロナウイルス感

染症や物価高騰など、社会情勢により新たな課題も出てきておりますが、業務を円滑に

推進し、組織を維持するためにも、時代の変化に対応した業務改革、組織体制の整備、

人材育成など適正な対応をお願いいたします。  

また、事務事業にあたっては、今後も法令規則等を遵守し、適正な運営により、無駄

を省く努力をし、健全経営に努めていただきたいと思います。  

以上、決算審査の意見とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

【議案に対する質疑】  

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより質疑に入ります。ご質疑ございませんか。  

 はい、８番寺平議員。 

〇議員（寺平 秀行 君） 

８番寺平です。 

水色の決算報告書の６ページウの公金横領事件の弁償金収入についてお尋ねしたいと

思います。 
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これ昨年の決算のときもお尋ねしましたけれども、令和３年度中に 20 万円が返済され

てきたこと自体は、継続的に返済が進んでいるということで評価できると思います。た

だ残金が 2,112 万円ということで、単純計算で返済に 100 年かかるということで、現状

の取組状況について確認したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 宮原事務局長。 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 元職員からの弁償金の扱いにつきましては、本人が現在の収入の中から返済可能な金

額を返済してもらってる状況でありまして、定期的に衛生センターの所長の方で本人と

面談をして、生活状況ですとか、就労の状況等を聞き取る中で、できるだけきちんと弁

償金を支払ってもらうように話をしながら、できるだけ確実に収入となるように取り組

んでおりますので、よろしくお願いしたいと思います。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい、13 番柳川議員。 

○議員（柳川 広美 君） 

 はい、13 番柳川です。まず最初に、黄色の決算書 17 ページにし尿処理総務の 21 番補

償、補填及び賠償金 363 万っていうのは、これはどういった感じなんでしょうか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 広瀬衛生センター所長。  

○衛生センター所長（廣瀬 一男 君） 

 こちらの項目につきましては、現在の衛生センターを建設したときに、地元と協定書

を結んでおりまして、それによります地元に対する協力金等の支出でございます。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい、13 番柳川議員。 

○議員（柳川 広美 君） 

はい。決算報告書のですね、５ページの（４）し尿処理のアのところで、地元区の直

営車によるし尿処理収集業務は令和３年度で取りやめとし、令和４年度からは許可業者

が収集を行っているということですが、これは今までは無料で収集していたということ

でしょうか。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 宮原事務局長。 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 建設当時、衛生センターの地元区については、業者ではなく、直営事業として実施を

したいということで、ただ料金については条例で定める金額を徴収いたしておりました

し、基本的に他の業者さんも同等の条例に基づいた金額の料金設定をしておりますので、

利用者さんの方から徴収する金額については直営車であっても業者であっても変わらな

い額でありました。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 13 番柳川議員。 
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○議員（柳川 広美 君） 

はい、あとですね、６ページの施設整備費、生活環境影響調査の業務委託で結果を教

えていただきたいのと、そのあとの施設整備基本計画策定業務等ですが、現在の処理方

式、バチルエースによる基本的な処理方式は変わらないという方針でしょうか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 広瀬衛生センター所長。 

○衛生センター所長（廣瀬 一男 君） 

まず生活環境影響調査でございますが、こちらにつきましては、新しい衛生センター

を建てるとした場合に、周辺に与える影響について調査をいたしました。  

悪臭ですとか、騒音そういったものを 1 年間かけて調査をいたしまして、結果として周

辺に与える間周辺の環境に与える影響は非常に少ないという状況、結果が出ておるとこ

ろでございます。 

それから施設整備基本計画でございますが、処理方式、こちらにつきましては、基本

的に生物処理を行うということでございますので、現在のバチルス菌を活用した処理方

式こういったものにつきましても基本的には同じ方式でやっていくということで考えて

おるところでございます。  

また詳細については今業者選定を進めております後ほど説明いたしますが、業者の提

案にもよりますので、その評価によって建設業者が決まってくるという状況でございま

す。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい、13 番柳川議員。 

○議員（柳川 広美 君） 

このバチルエースによる処理方式は非常に経費が安くですね、この方式をぜひ全国と

か、世界的にこの方式自体を売ればいいというふうに思うんですが、そういった検討は

したことはありますでしょうか。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい、宮原事務局長。 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 確かにあの議員さんがおっしゃるようにバチルス菌を使った処理方式というのは非常

に優れた方式だということで承知をしておりますけれども、なかなかし尿処理センター

のプラント自体が専門性の高いものでありまして、プラントメーカーも当センターの視

察に来ていただいたりしている経過がございますけれども、ちょっとその先の展開につ

いてはなかなかセンター独自ということが行きませんけれども、広く処理方式について

は機会を設けて PR していきたいと思いますので、そうした結果広く広まればいいなとは

思っておりますのでよろしくお願いいたします。  

○議長（唐澤 千明 君） 

他にございますか。以上をもって質疑を終結いたします。 
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【議案に対する討論】  

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより討論に入ります。ご意見ございませんか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

以上をもって討論を終結いたします。 

 

【表決の宣告】 

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより議案第３号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立を求めます。  

（起立全員） 

○議長（唐澤 千明 君） 

 起立全員であります。よって議案第３号は原案のとおり認定されました。 

 

 

【議案第４号の上程】 

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第、議案第４号「令和３年度伊那中央病院事業会計決算認定について」を議題と

いたします。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 事務局をして、件名のみ朗読いたさせます。なお、決算書の朗読は省略いたさせます。

伊藤課長。 

○事務局（伊藤 美千代 君） 

はい。議案書７ページをお願いいたします。議案第４号「令和３年度伊那中央病院

事業会計決算認定について」、令和４年９月21日提出、伊那中央行政組合長白鳥孝。

以上でございます。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 本件につきましては、はじめに理事者から決算の説明を求め、そのあとで監査委員か

ら決算審査の結果報告を求めることにいたします。  

理事者から決算の説明を求めます。宮原事務局長。  

○事務局長（宮原 文彰 君） 

議案第４号、「令和３年度伊那中央病院事業会計決算認定について」ご説明をいたしま

すので、白茶色の表紙、伊那中央病院事業会計決算書の２ページ、３ページをお願いい

たします。 

令和３年度伊那中央病院事業決算報告書でございます。  

（１）の収益的収入および支出でありますが、収入の 1 款病院事業収益の決算額 139 億

251 万 7,559 円となりまして、前年度に比べ 1.2%の増であります。 

第 1 項の医業収益は診療収入が主なもので、決算額は 118 億 8,278 万 2,719 円で、前

年度に比べ 7.8%の増となりました。第２項の医業外収益につきましては、一般会計から
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の繰入金および国県補助金等でありますが、決算額は 20 億 1,833 万 3,050 円で、前年度

に比べ 12.7%の増となっております。第３項特別利益は 140 万 1,790 円で過年度損益修

正的であります。 

支出の第 1 款病院事業費用の決算額は 141 億 7,653 万 1,374 円で、前年度に比べ 4.4%

の増となっております。収入の伸びに比べ若干低い伸び率ですので、改善傾向にあると

考えられます。 

第 1 項医業費用は、人件費、診療材料費、経費、減価償却費等の費用で、決算額は 137

億 9,782 万 83 円。前年度に比べ 4.4%の増となりました。第２項医業外費用は企業債支

払い利息、繰延資産償却、消費税等の雑損失等で、決算額は 3 億 7,546 万 1,583 円で前

年度に比べ 5.7%の増となっております。第３項特別損失 324 万 9,708 円は、過年度損益

修正損と投資資産売却損等であります。第４項予備費の充用はございませんでした。  

次の（２）資本的収入及び支出でありますが、収入の第 1 款資本的収入額の決算額は

18 億 5,253 万 8,000 円で前年度比 6.8%の減となりました。 

第 1 項企業債は、主に医療機器等購入のための借入で 5 億 9,420 万円を借り入れてお

ります。第２項の出資金は企業債の償還元金に対する一般会計からの繰入金であります。

第３項の国県補助金は、当初予算にはありませんでしたが、新型コロナ感染症対策関連

の補助金で、主に医療機器の購入に充てております。第６項の３億円は有価証券償還金

となります。 

次に支出でありますが、第 1 款資本的支出の決算額は 21 億 5,089 万 7,071 円でありま

す。 

第 1 項建設改良費は医療機器の購入等で、決算額が 7 億 1,490 万 9,569 円で、昨年度

より 2,100 万円ほど減少しました。  

なお、繰越額 1,974 万 5,000 円は、本館やエアコン更新に伴うもので、継続費定時繰

越 3,341 万 8,000 円は、ナースコール設備更新、耳鼻咽喉科診察室改修工事によるもの

です。第２項の企業債償還金は、企業債元金の償還金で決算額は 14 億 3,598 万 7,502

円で、昨年度より 3,500 万円ほど減少しました。枠外になりますが、以上によりまして、

資本的収入が、資本的支出に不足する額は、 2 億 9,835 万 9,071 円となり、消費税及び 

地方消費税資本的収支調整額 6,477 万 8,852 円と、過年度分損益勘定留保資金 2 億 3,358

万 219 円で補填をいたしております。  

おめくりをいただき、4 ページの損益計算書お願いします。  

１の医業収益と２の医業費用の収支は、一番右の列になりますが、事業損失で 16 億

7,721 万 6,313 円のマイナスとなっております。３の医業外収益と４の医業外費用の収

支は 13 億 7,045 万 6,630 円のプラスとなりました。  

この２つを差し引きした経常損失 3 億 675 万 9,683 円から特別利益と特別損失を差し

引きしたものが、当年度純損失で 3 億 855 万 3,915 円の赤字を計上することとなってお

ります。 

この結果として、当年度純損失と前年度繰越欠損金を足した当年度未処理欠損金は 35

億 9,258 万 940 円となりました。 

５ページをお願いいたします。  
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欠損金計算書であります。  

表の左側の列、自己資本金は、構成市町村からの一般会計出資金 8 億 9,195 万 3,000 円

を繰り入れ、145 億 578 万 8,154 円となりました。 

利益剰余金は当年度純損失 3 億 850 万円余りを加算してマイナスの 35 億 9,258 万 940

円となり、資本合計では 109 億 1,320 万 7,214 円となっております。 

おめくりをいただき、６ページをお願いいたします。  

欠損金処理計算書であります。現在資本金および資本剰余金につきましては、議会の

議決を得ることで減資又は処分することが可能となっておりますが、３年度につきまし

ては、処分等がございませんでした。  

７ページからの貸借対照表をお願いいたします。  

１の固定資産につきましては、医療機械などの資産の増加と減価償却等により、一番

右の列の中ほど、固定資産合計は 185 億 5,639 万 7,131 円となりました。減価償却が進

んだことから 7 億 8,000 万円ほど減少しております。２の流動資産でございますが、現

金預金は 26 億 8,080 万 2,383 円で 11 億 3,000 万円ほど増加いたしました。（２）の未収

金は個人診療未収金の約 1,800 万円を除きますと、国保や社保の支払基金からの診療報

酬が主なものになりまして、全体では 19 億 8,781 万 967 円となっております。３の繰延

資産ですが、新たな増額はありませんでした。 

以上により、資産合計は 232 億 7,470 万 4,788 円となりまして前年度より 1 億 3,100

万円ほどの減少となっております。  

おめくりをいただき、８ページをお願いいたします。  

負債の部でありますが、４の固定負債の（１）企業債は、令和４年度に償還する企業

債の残高、（２）の引当金は、退職給付引当金と修繕引当金であります。５の流動負債の

（２）企業債は、令和３年度中に償還する企業債の元金分（３）未払金は退職手当、診

療材料や薬品などが主なものになります。（４）引当金のイ賞与引当金は職員数が増えた

ことなどにより、昨年度より 1,800 万円ほど増加しております。  

（５）その他流動負債につきましては職員からの税金や保険料などの預り金等でありま

す。 

６の繰延収益は償却資産に係る国県補助金や寄付金を計上し、収益化累計額を差し引

きしたものとなっております。  

負債合計は 123 億 6,149 万 7,574 円で、前年度より約 7 億 1,400 万円の減となってお

ります。 

資本の部でありますが、７の資本金及び８の剰余金につきましては６ページの欠損金

処理計算書でご説明申し上げた通りでございます。  

以上によりまして、負債資本合計は７ページの試算合計額と一致するものであります。 

なお、続きます９ページ、10 ページは決算書の注記で、決算方法と重要事項を説明し

ております。重要な会計方針につきましては、前年度からの変更はございません。  

おめくりをいただきまして 11 ページ以降につきましては、決算附属書類となっており

ます。 

さらに 1 枚おめくりをいただき、12 ページをお願いいたします。  
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令和３年度事業報告書でございます。 

令和３年度も前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症への対応に力を注いだ 1 年

となりました。年間を通して流行の拡大と縮小繰り返す中、保健所や地域の医療機関と

連携をとりながら、万全の体制を止めて受け入れを行い、また院内感染の予防対策に努

めました。設備の更新では計画的な更新に努め、平成 15 年の開院から使用し、経年劣化

が見られた正面玄関の回転ドア等の更新を行いました。  

医療機器等は更新計画に基づき、MRI 装置、手術用顕微鏡システムなどの導入更新を

行い、また新型コロナウイルス感染症包括支援事業補助金を活用し、超音波検査装置や

人工呼吸器、遺伝子解析装置などを整備し、検査治療体制のさらなる充実を図りました。  

経営面におきましては新型コロナウイルス感染症による影響が残るものの、令和２年

度に比べ入院収益が 4 億 4,888 万 3,702 円。外来収益が 2 億 8,193 万 3,365 円と、それ

ぞれ増となっております。また、空床補償などの補助金も増え、前年度比 2 億 1,543 万

円の増となり、収益全体では約 10 億円、7.8%の伸びとなりました。 

反面、費用は抗がん剤などの高額注射薬の使用による薬品費の増や患者数の回復によ

る診療材料費の増などにより増加しています。 

この結果、純損失 3 億 855 万 3,915 円を計上し、５年連続の赤字決算となりました。 

繰り出し基準等に伴う構成市町村からの繰入金は約 16 億 6,500 万円でした。 

構成市町村の財政負担軽減のため、高度医療に係る負担金分の約 2 億 1,600 万円につ

いては減額措置を前年度に引き続き、今年度も継続しました。投資有価証券につきまし

ては 23 年度購入の国債が満期になりました。 

一方、新たな投資を行わず、年度末現在で約 31 億円を保有しています。  

また、地方公営企業会計基準に沿ってそれぞれ引当金については、必要額を引き当て

ております。 

年間延べ患者数は入院が 10 万 2,416 人、外来が 19 万 4,977 人で、前年度に比べ入院

が 9,647 人、10.4%の増、外来は 2,944 人、1.5%の増となりました。 

また、分娩件数は 519 件で、前年度に比べ４件の減となっております。アの経理の状

況につきましては、決算書類にあります損益計算書と同じでございますので、おめくり

をいただき、14 ページをお願いいたします。  

中ほど、オの資金不足比率でございますが、流動資産が流動負債を上回るため、資金

不足はございません。イの施設の状況でございますが、本年度取得いたしました資産の

概要でございます。ご覧をいただき、15 ページをお願いいたします。 

ウの患者の状況でございますが、（ア）は入院、（イ）外来はご覧をいただきまして、

（ウ）健診関係につきましても、コロナ感染症の拡大期に受け入れを制限した前年度よ

りは増加してきております。その他はご覧をいただき、おめくりをいただき、16 ページ

をお願いいたします。 

16 ページは議会議決事項、行政官庁認可事項、17 ページは職員に関する事項です。  

おめくりをいただき、18 ページから 25 ページまで、固定資産の取得及び処分で、建

物及び附帯設備、医療器械、備品等の取得及び除却した資産の状況であります。  

26 ページをお願いいたします。26 ページから 28 ページは入院外来患者数など業務に
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関する資料となっております。26 ページが全体の数字、27 ページ 28 ページが科別の数

値となっております。 

おめくりをいただき 29 ページは損益計算書の基となる税抜きの事業収支に関する事

項おめくりをいただきまして 30 ページは、重要契約など会計に関する概要であります。

31 ページの５その他（２）は他会計補助金等の使途について記載しております。構成市

町村の負担金補助金については総務省の通知で示された基準で負担をしていただいてお

ります。 

おめくりをいただき、32 ページをお願いいたします。  

令和３年度キャッシュフロー計算書で、病院事業会計資金の流れを現したものであり

ます。 

一番下の行、資金期末残高は 26 億 8,080 万 2,383 円で、昨年度より 11 億 3,100 万円

ほど増加いたしました。 

キャッシュフローの内容でございますが、 1 の業務活動によるキャッシュフローはプ

ラスとなり業績に問題はなく、２の投資活動によるキャッシュフローにつきましてはマ

イナスとなっており、新規投資も堅調に行ったということ。３の財務活動によるキャッ

シュフローはプラスとなっており、これは高額な機器の更新を行ったことによる借入金

の増によるものですけれども、今年度負担に大きな影響を与えるものでははく、赤字で

はございますが、資金の流れと資金保有量は健全な状態を維持しております。  

次の 33 ページからは損益計算書の元となる税抜きの収益費用明細書であります。  

36 ページ 37 ページをお願いします。  

固定資産明細書となっており、３の投資明細書にありますように、有価証券として 10

年もの負債を約 31 億円保有しておりまして、預金等と合わせて現金化が可能な資金は約 

合計で 57 億円ほどとなっております。  

37 ページからは企業債明細書となります。こちらは後ほどご覧いただきますようにお

願いをいたします。 

以上、令和３年度伊那中央病院事業会計決算認定についてご説明を申し上げました。 

よろしくご審議のうえ認定いただきますようお願い申し上げます。  

○議長（唐澤 千明 君）  

 監査委員から決算審査の結果報告を求めます。北原代表監査委員。  

○代表監査委員（北原  藤重 君） 

 それでは、地方自治法の規定により組合長から提出されました令和３年度伊那中央病

院事業会計の決算及び資金不足比率について百瀬監査委員と私の２名で審査を実施いた

しましたので、ご報告を申し上げます。  

お手元の令和３年度伊那中央行政組合伊那中央病院事業会計決算及び資金不足比率等

審査意見書に沿って概要を説明申し上げます。詳細につきましては、後ほどご覧いただ

きたいと思います。 

初めに意見書の表紙をおめくりください。  

審査につきましては、第１審査の概要の１から５に記載して、記載のとおりでござい

ます。 
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第２審査の結果ですが、審査いたしました令和３年度伊那中央病院事業会計の決算書類

及び病院事業会計資金不足比率等算定調書はいずれも関係法令の定めるところにより作

成されており、企業の経営成績および財政状態が適正に表示されておりました。  

また、各係数は関係帳票および証拠書類と照合した結果、適正であると認められまし

た。 

1 業務の概況につきましては、宮原中央病院事務局長から詳細な説明がありましたの

で、概要についてご報告申し上げます。計数につきましては後ほどお目通しをいただき

たいと思います。 

第２審査の結果、３ページの３行目の経営面では、新型コロナウイルス感染症の影響

が依然残るものの、回復傾向を示し、入院・外来収益の増や、空床補償なども増え、収

益全体で前年度比 7.8%の増となりましたが、費用において薬品費などの材料費の増加に

より、結果３億 855 万円の純損失の計上となりました。  

第 1 表、業務の概況は前年度との比較でございます。３年度は総患者数が前年度と比

べて 12,591 人、4.4%の増となり、うち入院患者が 9,647 人の増、外来患者数が 2,944

人の増となっております。また、地域救急医療センターの総患者数は 7,968 人、3.2%の

増となっております。 

次に４ページをお願いいたします。４ページ、５ページは、予算の執行状況です。  

４ページは収益的収入および収益的支出について、５ページでは、資本的収入および

資本的支出について執行状況を記載してございますので、後ほどお目通しをいただきた

いと思います。 

次に６ページをお願いいたします。６ページ、７ページは損益計算書の記載でござい

ます後ほどお目通しをいただきたいと思います。  

次に８ページをお願いいたします。  

３経営成績について、収益費用の状況を記載してございますが、金額は概数で申し上

げます。下の第７表は、費用合計 141 億 7,653 万円の科目別構成比率前年度比較表でご

ざいます。右側の９ページ第８表は、総収益総費用の前年度比較したもの、第９表は、

利益剰余金の年度別の推移でございます。  

第９表のとおり、令和３年度は、当年度純損失３億 855 万円となったため、当年度未

処理欠損金が 35 億 9,258 万円に増加しております。  

次に 10 ページをお願いいたします。第 10 表は、病院事業の経営に関する分析比率表

で、項目ごとの前年との比較でございます。病院事業全体に対する項目は改善されてお

ります。 

次の 11 ページにかけて財政状態についての記載でございまして、 11 ページ下の第 12

表は、企業債の発行額、償還額、年度末残高の推移でございます。令和３年度、企業債

年度末残高は前年度比 9.6%減少しております。 

次に 12 ページをお願いいたします。12 ページ、13 ページは貸借対照表の記載でござ

います。後ほどお目通しをいただきたいと思います。  

次に 14 ページをお願いいたします。14 ページ、15 ページは、第４表、病院事業分析

比率表で、財政状態についての分析項目ごとの前年度との比較でございます。令和３年
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度は、項目ごと指標は改善傾向にあります。詳細につきましては後ほどお目通しいただ

きたいと思います。 

次に 16 ページをお願いいたします。16 ページから未収金の状況についての記載でご

ざいます。 

右側の 17 ページ、第 15 表-（付表Ａ）表は、個人未収金の残高表でございます。病院

全体の個人未収金は、令和３年度の一番下の欄、合計 1,808 万円で、前年度と比べて 0.3%

減少しております。 

次に 18 ページをお願いいたします。第 15 表-（付表Ｂ）は、年度別不納欠損額の状況

でございます。令和３年度決算額一番下の欄、不納欠損処分が合計は 98 万円で、前年度

比８万円の減となっております。不納欠損処分に当たっては規定に定められた基準によ

り適正に処理されていると認められました。 

おめくりをいただきまして、20 ページをお願いいたします。６資金不足比率表等の状

況について申し上げます。  

第 17 表は、公営企業会計における資金不足比率表等の状況で、表の①の流動負債から

③の流動資産を差し引いた④欄がマイナスとなり、資産が負債を上回っておりますので、

資金不足は生じておらず、資金不足比率の算定はございません。 

次に第３総括意見を申し上げます。  

令和３年度は引き続き新型コロナウイルス感染症の対応の１年となり、自治体病院と

して病院経営を取り巻く環境が厳しい中、地域の中核病院として、安全安心で良質な医

療の提供及び健全な経営を目指して取り組まれています。  

経営面では、前年度比で入院・外来患者数はともに回復傾向にあり、さらに補助金等

も増加しており、病院事業収益全体では 7.8%の伸びとなりました。一方、給与費、材料

費、資産減耗費など医業用費用及び医業外費用の増加の影響により、事業費用全体では

増加となりました。 

この結果、事業費用が事業収益を上回って、損益計算で３億円余りの純損失を計上し、

５年連続の赤字決算となりました。  

新型コロナウイルス感染症対策については、上伊那の中核病院として、引き続き万全

の対応ができるよう、保健所や地域の医療機関と連携を図るとともに、院内感染の防止

及び受け入れ体制の整備に努めていただきたいと思います。  

個人未収金については、全体的には減少しましたが、現年分が増加していることから、

新型コロナウイルス等による収入の減少も考えられ、未納者の生活状況等を把握する丁

寧な相談体制を作り、新たな未収金の抑制に努め、未収金解消に向け、病院全体で取り

組み、未収金の減少に努めていただきたいと思います。  

累積赤字が 35 億 9,000 万円となりましたが、昨今の原材料費及び光熱費の高騰も影響

し、病院経営は依然厳しい状況となっておりますが、健全財政を進める中、経営分析を

行い、経費の削減と収益の確保による健全経営に努め、地域医療を支える拠点病院とし

て、来院者を初め地域住民から信頼されるよう、一丸となり努めていただきたいと思い

ます。 

以上、決算審査意見とさせていただきます。よろしくお願いいたします。  
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【議案に対する質疑】   

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより質疑に入ります。ご質疑ございませんか。  

８番、寺平議員。 

〇議員（寺平 秀行 君） 

８番寺平です。まず決算書の２点お尋ねいたします。12 ページ、これ昨年もお尋ねし

たんですけれども、12 ページの下から６行目、投資有価証券は平成 23 年度購入の国債

が満期になった一方で、新たな投資を行わず、年度末で 31 億円を保有しているというと

ころで 33 ページに飛んでいただきまして、この 33 ページの２番医業外収益の受け取り

利息、２番有価証券利息で有価証券による利息の収入が 2043 万 2000 円ということで、

結構な高額な収入があるということで昨年、その上で、36 ページを開いていただきまし

て、下から一番下、投資明細書で投資有価証券は 34 億円あったのが３億円満期償還され

て現在 31 億円の保有ということで、昨年のあの説明の中では、償還した分の３億円は現

金で保有して、将来の投資に備えるという答弁だったかと記憶しているんですけれども、

備考欄を見ますと、今後の償還の予定を見ますと、平成 24 年、平成 25 年、平成 26 年、

平成 27 年とそれぞれ３億円、10 億円、10 億円、８億円と購入している債権がその 10

年国債ですので、10 年後、つまり令和４年、令和５年、令和６年、令和７年と今後毎年

一斉に償還して満期を迎えてくるということが分かるんですけども、その 2000 万円とい

う収入なかなかなものだったのが今後４年で一気に消失していくというところで、今後

の金利状況も考えた上で世界的に高金利になっているという中で、今後どのように有価

証券の投資について考えていくのか、私も積極的にやっていくべきだと思っているんで

すけれども、考え方をお尋ねしたいと思います。  

それが１点、２点目なんですけれども、審査意見書の 20 ページの一番下の行なんです

けれども、個人未収金について未納者の生活状況を把握する丁寧な相談体制を作り、新

たな未収金の抑制に努めてくださいという監査委員の意見書が出されております。これ

を受けてどのような現状の取り組みと今後、監査委員の意見を受けてどのような取り組

みを考えているのか、２点お尋ねいたします。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 宮原事務局長。  

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 １点目の投資有価証券の関係についてからご説明をいたします。  

寺平議員さんのおっしゃる通り償還が国債は 31 億円保持しておりまして、来年度から順

次、毎年償還満期となってまいります。  

これまで５期連続の赤字という状況の中で、なかなか投資の方には回せない部分があ

ったわけですけれども、今後高額な償還も出てきますし、資金運営については病院内で

も基準を定めて投資を行っておりますので、今後については、国債の状況が良いのかど

うなのか、いろいろ議論があるところかとは思いますけれども、安全で利回りのいいよ

うな投資先があれば、あの投資の方も当然していく額が現金として入ってまいりますの

で引き続き、将来的な担保になるようなものを考えていくことになろうかと思っており
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ますので、どこまで積極的かというところありますけれども、順次再投資する流れにな

ってくるものと現状では考えております。  

続いて２点目の個人未収金について、丁寧な対応ということで、これまでも入院診療

費とは現在かなり高額な診療費になります。高額限度額認定証をきちんと出していただ

くと、ご説明をしながら、そういったものが取れない方また高額限度額認定証が取れて

も、なかなか支払いが困難だという相談については担当の方でそれぞれ状況をお聞きし

て、場合によっては分納等で納めていただくような相談もさせていただいております。  

ここのところ、なかなかこの中で生活状況が厳しいという話も患者さんの方から聞か

れるケースも増えているようですので、引き続き丁寧な応対に努めまして、まず請求を

してから払えませんっていうとなかなか後手後手に回ってしまいますので、例えば入院

時から早めにご相談をさせていただいてるということで、できるだけ早期に手をつけ、

また丁寧な対応をするように心がけておりますので、これからもそういった取り組みは

続けていきたいと思っております。  

以上です。 

 

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい。13 番柳川議員。 

 

○議員（柳川 広美 君） 

 はい、13 番柳川です。まず最初に決算書 12 ページの下から 10 行目ぐらいですかね。

純損失 3 億 855 万 3,915 円ということですがこの後にですね、繰出基準等に基づく構成

市町村からの繰入金は約 16 億 6,500 万円で、構成市町村の財政負担軽減のために高度医

療に係る負担金分約 2 億 1,600 万円減額する措置を、前年度に引き続きということです

が、これはいつから行われていて、この減額分は２ページ、３ページの資本的収入のと

ころの第２項出資金の部分なのか、それとも 33 ページの収益的収入のところの医業収益

のところか医業外収益のところかその辺をまず最初にお伺いします。 

 

○議長（唐澤 千明 君） 

 宮原事務局長 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 はい、高度医療分の減額については、平成 24 年度から実施をしておりますので、今年

度で 10 年目になっております。  

この減額分の収入につきましては、単年度の収益費用の医業外収益の２の他会計負担

金に入ってくる金額となっております。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい。13 番柳川議員。 

○議員（柳川 広美 君） 

 はい。５年連続の赤字決算ですので、私は、これそろそろ見直した方がいいと思って

いるんですけど、なぜかと言いますと固定資産が徐々に算定が下がっていきますので、
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減価償却費が毎年下がっていくということ、それからこの令和３年度に見ればコロナ補

助金が空床補償で２億 1,543 万円、それから国債の解約で３億円入っていると、そうい

うことを考えればですね、３億の赤字っていうのはもっと本当はそういったものがなけ

れば赤字額はもっと大きかったわけで、そうしたことも考えればそろそろこの減額措置

そのものをやめて、健全な病院経営にしていった方がいいというふうに思います。  

なぜかと言いますとですね、32 ページキャッシュフローを見ていただいて、業務活動

ではもちろん黒字が出ておりますけれども、それ以外のところで赤字が出ているという

ことで、単年度で 11 億円増えて、キャッシュフロー増えてはいますけれども、国債を除

けばですね、プラス８億円ということで、国県の補助、コロナの補助を引けばもっとさ

らに減るわけで、今後キャッシュフロー、私は中央病院ぐらいのクラスで現預金が 26

億円というのは少ないというふうに思います。そういった意味でも、今後この繰出基準

に関してもきちんと検討すべきではないかというふうに思いますがいかがでしょうか 

○議長（唐澤 千明 君） 

 宮原事務局長。 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

はい。議員さんからおっしゃるとおり、特にコロナ補助金の補填により病院の収入的

には大変助かっておりますので、それがなければ赤字額はその分増えたということは間

違いがないかと思います。ただ国債の収入につきましては、資本的収入及び支出の方の

受けになりますので、直接単年度の赤字の金額に影響してくるものではございませんし、

キャッシュフローにつきましても、単純にマイナスがついてるところは赤字で悪いとい

うわけではございませんので、流れとしてはキャッシュフロー的には問題がないとは思

っております。 

高度医療分の分の減額については、元々黒字だったときから始まっていることで議員

さんのおっしゃるように、これがなければというところもありますけれども、新年度の

予算編成におきましては、当然今後の収益、患者数の増減等の収支を見てまいりますし、

その時々の状況でまた構成市町村の方とも協議をしながらの予算編成になろうかと思い

ますので、この分が入ってくれば逆に赤字額は小さくなってくるわけですけれども、そ

こら辺はまた予算編成を見ながら進めていくことになろうかと思いますので、ご理解い

ただければと思います。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい。13 番柳川議員。 

○議員（柳川 広美 君） 

上伊那全体でですね、人口が今後減少していきますので、病院にかかる人自体も減少

していくと、そういったことも勘案して今から繰り出しの見直しを早めにしておいた方

がいいというのが私の意見であります。というのは赤字になってどうしようもなくなっ

てから繰り出すのが非常に大変なので、そういったことも考えて今後検討いただきたい

というふうに思います。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 宮原事務局長。 
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○事務局長（宮原 文彰 君） 

ご意見として伺っておきますのでまたよろしくお願いいたします。  

○議長（唐澤 千明 君） 

他には。以上をもって質疑を終結いたします。 

 

【議案に対する討論】  

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより討論に入ります。ご意見ございませんか。  

○議長（唐澤 千明 君） 

 以上をもって討論を終結いたします。  

 

【表決の宣告】 

○議長（唐澤 千明 君） 

 これより議案第４号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の議員の起立を求めます。  

（起立全員） 

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい、起立全員であります。よって議案第４号は原案のとおり認定されました。  

 

【一般質問】 

○議長（唐澤 千明 君） 

日程第７、「一般質問」に入ります。質問通告者は１名であります。あらかじめお伝え

します。質疑の回数については、伊那中央行政組合議会会議規則第 22 条により、同一議

題に対する質疑は４回までとなっております。 

○議長（唐澤 千明 君） 

宮原英幸議員の質問に入ります。11 番宮原英幸議員。 

○議員（宮原 英幸 君） 

 はい、11 番宮原英幸です。 

一般質問先に通告をしてありますけれども、決算の認定が終わった後の一般質問とい

うことですので、主に今後の病院経営の視点というような観点から２つの質問をしてま

いります。現在病院がコロナということで大変ご苦労をいただいてるということには大

変感謝をしております。そういう中で非常に上向きの決算の結果が出てきているという

ことについては評価をするところです。 

最初に伊那中央病院の今後の経営状況について確認を含めて質問をいたします。  

病院事業の累積欠損金が約 36 億円ということになっております。令和６年度までの経営

改革の経営改革プランでは令和３年度見直しをされておりますけれども、収支当初は予

測が 9 億 6,000 万の赤字になるというような予測でしたので、この数字よりは大幅な改

善をしている 3 億 900 万ということですので、そういう数字になっております。  

しかしながら、記念事業費用が収益に比べて比較的高い比率で推移をしてきているこれ
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は先ほど薬価代や何かの問題もお話がありました。これ比較基準年度いつにするかとい

うことにもよりますけれどもコロナの前ということで、例えば５年前の平成 28 年度と比

べますとですね、収益は 17.6%の増ということに対して費用の方は 20.2%の増加というこ

とになってきています。 

対前年度の事業収益の増加は 7.8%ということのご報告ですけれども、その内訳の中で

ですね、医業の収益が 7%増えていると、これに対して医業外の収益が 12.7%、これは収

益構造が変わってきているということだと思います。 

これ先ほどもありましたけども、国県の補助金が 2 億 1,500 万増えたということで 15

億もあります。これが非常に大きいと思うんですけれど、平成 28 年度からの数年前です

ね、赤字になる前は、国県の補助金で、4、5,000 万とかそのくらいの数字だと、だから、

この 15 億という数字は大変異常な数字だというふうに認識をすべきだというふうに思

います。この、もう補助金もですね、いつまでも続くのかということもありますので、

こういったものを頼りにしたね、経営は絶対するべきじゃないなということであります。

入院外来とも回復傾向にあることは非常に結構だと思うんですけれども、今後の人口減

少など、影響をこれはね厳しく見ていっておかないといけないというふうに思います。

患者が増えればいいかっていうところも非常にあんまり大きい声で言っていいのかどう

かちょっとわかんないんですけれども、いずれにしても経営という面ではですね、そう

いうことだと思います。外来入院患者数はむしろ減少することを見据えて、収益の確保

手段ということになりますと、やはり高齢化医療の治し支える医療というような変化、

それから訪問介護を充実をさせていくとかですね、健診センターをさらに活用していく

このようなことを考えていかなきゃいけないんですが、地域医療を支える拠点病院とし

て一層の期待をするところであります。一方、費用面でもですね、特に医師不足と言わ

れる 10 診療科あるそうですけれども、その不足充実に向けて医師の確保それから今後の

医療設備の充実など課題も引き続き残っていくわけです。 

例えば設備に関して言いますと、減価償却費はキャッシュフローでプラスの貢献をす

るわけですね。ですけれども、これはあくまでもコストこういう意識を外さないでいた

だきたいなというふうに思います。当期は 10 億 7,000 万ということで経過の計画から見

るとこの辺が今ピークに当たるのかなということなんですけれども、医療の設備類、こ

れは技術進歩が非常に早い一方で減価償却の面から言うと対応年数が比較的短いわけで

すからこれはやはり、ジレンマでもありますけれど、適時に計画的な導入ということを

やっぱり進めていかなきゃいけないというふうに思います。そのところで令和６年度ま

では赤字が続いて、では７年度には黒字化をするという経営改革プランになっておりま

すけれども、コロナの長期化を視野に、収益見込みを含め、実態に合った適切な修正、

そういうことも必要ではないかと考えますので、この点についてまずお聞きをします。  

それから第２点目ですけれども、特色のある医療への取り組み、これについてお聞き

をしておきます。先日医療シミュレーションの臓器モデルの話を伺う機会がありました

臨床研修医や自主性の受け入れ、技術向上に大いなる期待をしております。  

これは必要素材がこの地域エリアで調達できたこと、これにも多大なる関心を寄せて

おります。先ほどの地域中核拠点病院という話題とも関連をしますけれども、ここにこ



 

 - 26 - 

の病院があることで、アイディアを、そのアイディアを提案いただけた皆さんの情熱が

培われてきてきいるというわけで、このようなあの地域発の特色ある医療への取り組み、

これも大いに進めていただきたいなと。いうふうに思います。  

このような積極的な取組や成果が、伊那中央病院の価値をさらに引き上げていき、ひ

いては医師の確保などにも大いなる貢献をするのではないかというふうに期待をしてお

ります。積極的にこれは発信をしていくべきだというふうに思っております。  

企業でいえばまさしく将来の開発投資といえる部分でもあると思います。非常に課題

制約も多い中、厳しい運用を余儀なくされますけれども、先ほど述べましたように、今

後その中核的拠点病院の存在価値がますます高まってくると考えますので、一層のご尽

力を期待して、以上２点についてお聞きをしておきます。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 白鳥組合長。 

○組合長（白鳥 孝 君） 

 まず最初のご質問でありますが、病院の経営状況、これ新型コロナ感染症に柔軟に対

応するために３か年の短期計画として第２期新経営改革プランというものを策定をいた

しました。 

期間が令和３年度から令和５年度、また実施に当たりましては毎年度を予算の作成時

に点検評価を行ってプランの見直しを行っているところであります。  

この収支計画は６年度まで単独単年度赤字というものを見込んでおりますが、新型コ

ロナ感染症等による患者数の推移、またそれに伴う国県からの補助金等が不透明である

ために収支の見込みというのはなかなか見通せないところがあります。  

そうした中で総務省のガイドラインによって既存プランの改定は、令和４年度に着手

をして令和５年度に策定を行うと、計画期間については令和６年度から令和 10 年度の中

期計画という考えであります。見直しによる収支計画につきましては新型コロナウイル

スの患者数の動向等も勘案し、実態に合った収支計画としております。 

また高額機器等もありますけれどもこれについては先送りできるのは先送りをすると

いうところに取り組んでおります。  

またもう一つの特色ある医療については本郷病院長の方からお話をさせていただきま

す。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 白鳥組合長。 

○病院長（本郷 一博 君） 

院長の本郷でございます。宮原議員の２つ目の質問をありがとうございます。 

特色ある医療への取り組みについてということで、臓器モデルについての話があった

ということでございます。  

これは当地域の非常に特色だと思っております。白鳥組合長も積極的に進めていただ

いて、当地域の企業、それから当院医療従事者、一緒に新たな医療に向けての技術を開

発するということを行っております。  

それが研修医、あるいは学生の当院へぜひ研修に行きたいと勤務したいということに
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間違いなく繋がっていくと思っております。多くの研修医、学生が実習見学に来ており

ますけども、私自身もこれが当院の売りの１つだということで常にお話をしております。 

それからこのように新しい技術をこの地域発でということの発信、これは引き続き行

っていくとともにもう１つ、実際に実践で行われているような医療についても、伊那中

央病院、自負する多くの診療科があるんですけれども、それぞれ非常に力を入れてやっ

ているというところで、全部紹介するわけにはいかないんですけれども、例えば、一昨

年に入れましたダ・ビンチ手術システム、これは当地域、南信では初めて長野県内５ヶ

所、今６ヶ所になっていますけれども、それで非常に患者さんの術後の成績も良くてで

すね、早くに退院されると、現在は前立腺がんそれから呼吸器外科で縦隔といいます真

ん中の後ろにある腫瘍についての治療を行っていて、この 10 月からは婦人科で子宮腫瘍

の摘出にも広げていくと今外科等々に進めていくと、これは非常に特徴的な、当院力を

入れてるところの一つ、それから全国的にあるいは全県的に、いわゆる脳卒中、これは

非常に多くの病気のある方が多いわけなんですけども、それに対して、カテーテルを使

った治療これは今全国で均点化をということで学会あるいは脳卒中協会で進めてるとこ

ろなんですけども、当院は脳神経内科の神経外科とチームになって、長野県内で２次医

療圏それぞれ１次脳卒中センターってのが木曽圏域以外は全て整備されて、木曽圏域は

我々のところで対応してるんですけども、その中で３つのコアのセンターの１つに信州

大学の附属病院とともに認定されています。 

これは自己申請じゃなくて、国から認定されるんですけども、そういった非常に住民

にとっても、すぐに対応ができるというものでございます。それから心臓の不整脈心房

細動ですね、これに対するカテーテル治療、これもどこでも受けられるというものでは

なくて、これも当院の循環器内科の医師によるもので非常に自負できる診療技術と思っ

てやっており、あるいは、癌のゲノム治療医療というのが全国に日本でも進んできてる

んですけども、当院も信大病院との連携で、検査で遺伝子を変異を見つけてですね、こ

の方のこの癌にはこういう薬が効くだろうというのを世界のデータベースと合致させて、

適合する治療が提示できると、そういうものも当院一昨年から進めております。  

それからもう１つは、美容外科、これはいわゆる美容整形とは少し違うんですけども、

多くの中高齢者が生活の質を上げるためにということで、これは当院クラスの自治体病

院では全国で多分他にこれだけのアクティビティでやってるところないということで、

これも大きな地域に自慢できる内容だと思っております。様々な実践の医療でも自信持

って提供、安心、クオリティの高いものということで、提供できるものを引き続き進め

ているところです。宮原議員おっしゃられた新しい技術を日本に発信ということは継続

して、特に、この物作りの非常に盛んな伊那地域でございますので、多くの企業の方々

と一緒に行うということでメディカルシミュレーションセンターっていうのが当院にあ

るんですが、これは長野県内信大病院と他一つ含めて３ヶ所、そこに学生とか研修医、

あるいは看護師医療従事者へ技術を高める非常にそういう素晴らしい場所がございます。 

これも当院の魅力の一つだと思っておりますのでそういったところでさらに地域にア

ピールしながら当院に安心してかかっていただけるようにということで、一丸となって

進めているという状況でございます。以上です。  
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○議長（唐澤 千明 君） 

11 番宮原議員。 

○議員（宮原 英幸 君） 

はい。まず病院の経営状況の方では、今後、今年度に新しいプランの取組が始まると

いうことで非常に不確定要素も多いということで、それも承知はできるんですけれども、

いずれにしても医業自体の収益が非常に厳しい環境にあるということをしっかり認識し

た上でやっぱり取り組んでいく必要があり、収益構造が変わっているのでやっぱり新た

なこの収益の拡大をするためにどこをやっていくのか。いうことの戦略も必要だと思う

んですけれども、その辺については具体的に展開をしていくっていうお考えはあるんで

しょうかね。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 はい、宮原事務局長 

○事務局長（宮原 文彰 君） 

 はい、中長期計画につきましては総務省の方でコロナ禍で策定が遅れていたという中、

当院では３年間の短期的なガイドラインを作って運用させていただいております。その

中ではどの部分でも経営ということを考慮しながら作ってきたつもりでございますし、

新たな中長期計画については中断しておりました地域医療の調整会議の中の方にも公立

病院は提出をするべきものとして定められているものですから、地域の事情等を見なが

ら、策定を進めていく必要があろうと思っております。なかなかコロナ禍で患者数が減

ったということで、何の患者が減ったかということでいろいろ分析をしているところで

ありまして、１点はコロナの患者増えたんだけど関連するような感染症の患者さん、マ

スクをしたり手洗いが励行されたということで、そういう患者さんが減ったんだろうな

と。あと、行動制限があったので外傷系への患者さんが減っているので病院としては入

院患者様が減ったので非常に収益的には厳しいところがあったというところまではこち

らの方でも見てはおります。  

今後そういったところがどういうふうに変わっていくかっていうところもありますの

で、地域の中、住民の皆さん健康であるのが当然なんですけれども、特に入院治療につ

いてはきちんと紹介を受けた患者さんに対して対応して、そこの部分を伸ばしていくと

いうことと、ただどうしてもそこは地域の住民の皆さんの健康に左右されるところであ

りますので、今後についてはそれ以外の先ほど意見書にもありましたけれども健診セン

ターの充実と収益となる部分を見越しながら進めていく必要があろうかと思ってはおり

ます。 

○議長（唐澤 千明 君） 

 いいですか。11 番宮原議員。 

○議員（宮原 英幸 君） 

はい。その点は承知しました。非常に専門性が高くて、我々も専門家じゃないので分

からないことも多いんですけれど、国の指導やなんかの中で、やはり紹介状がなきゃか

かれないとかね、いうようなことが多分あるんだろうな。あるいはそれは簡単に変えら



 

 - 29 - 

れないんだろうなと思うんですけれど、住民からすると中央病院、非常に罹るの面倒く

さいんですよ。紹介状が絶対必要だとか言われてるので、この辺は何とか改革ができる

と嬉しいなというふうなことを思っています。これ簡単にはいかないでしょうけど、そ

れから本郷院長には大変ご丁寧に色々説明をしていただきました。ぜひ自慢できる中央

病院になってほしいなというふうに思いますので今後ともよろしくお願いします。以上

です。 

○議長（唐澤 千明 君） 

以上をもちまして宮原英幸議員の質問が終了いたしました。  

 

【継続費精算報告書の報告】 

○議長（唐澤 千明 君） 

 ここで組合長から伊那中央病院事業会計継続費精算報告書を配付しておりますので、

ご確認いただきたいと思います。  

 

【議事日程の終了宣言】  

○議長（唐澤 千明 君） 

本日の日程は全部終了いたしました。これをもちまして令和４年９月伊那中央行政組

合議会定例会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

○事務局（伊藤 美千代 君） 

 ご起立願います。礼。お疲れ様でした。  
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